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１．本事業の目的と取組内容
（１）目的

「長野県航空機産業振興ビジョン」及び「長野県における
航空機産業振興の当面の対応方針」に基づき、エアラインの
ニューノーマル化や電動化等の新たなニーズに対応し、新たな
製品や技術開発に取り組む県内企業と関係機関とが連携し、
航空機機能品・装備品等へ参入するための技術提案を支援

（２）具体的な取組内容

①航空機分野の最新動向等、情報提供（セミナ－等）
②航空機システムメーカーやエアライン、MRO等を訪問し、最新

のニーズを入手
③県内企業の技術シーズに対し、航空機システムメーカー等の

ニーズに対応できる企業を選定
④航空機システムメーカー等に対し、選定した県内企業の技術

シーズの紹介・提案を行い、商談や共同研究等につなげる
⑤県内企業の技術シーズを磨くため、工業技術総合センター

や研究機関と連携し、研究開発へつなげる
3

『航空機機能品・装備品開発支援事業』



２．活動報告

２-1 航空機分野の最新動向等、情報提供（セミナ－等）

（１） 『NAGANO航空宇宙産業クラスターネット』講演セミナ－

開催日 ； 令和６年１０月３０日（水）

 会場 ； テクノプラザおかや（長野県岡谷市本町1-1-1）

 主催 ； NPO諏訪圏ものづくり推進機構

 共催 ； NAGANO航空宇宙産業クラスターネット共同事務局

 参加者 ； 参加者；合計７１名（リアル37名+オンライン34名）

《第一部》

演題 『JALにおける “今後のGSE事業動向と新たなニ－ズ“』

講師 株式会社 JALエアテック

代表取締役社長 長嶋 賢一 氏

《第二部》

演題 『今後における日本の民間航空機への取組み』等について

講師 株式会社航想研 代表取締役 奥田 章順 氏
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《第一部》
『JALにおける “今後のGSE事業動向と新たなニ－ズ“』について
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《第二部》

『今後における日本の民間航空機への取組み』等について
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２．活動報告

（２） 『NAGANO航空宇宙産業クラスターネット』講演セミナ－事業報告

開催日 ； 令和７年２月２７日（木）

 会場 ； テクノプラザおかや（長野県岡谷市本町1-1-1）

 主催 ； NPO諏訪圏ものづくり推進機構

 共催 ； NAGANO航空宇宙産業クラスターネット共同事務局

 参加者 ； 参加者；合計 名（リアル 名+オンライン 名）

《講演セミナ－》

演題 『お客さまに優しいエアラインを目指して、

～エレベーター付パッセンジャーステップの開発～』について

講師 株式会社フジドリ－ムエアラインズ

取締役 空港業務部 部長 桑野 洋一郎 氏

《事例紹介》

① 『乗客乗降用ステップ開発製造』について・・・・（株）小松製作所

② 上記の“IATA/AHM翻訳から規定に関する内容・・・スワモＣＤ

《Ｒ６年度事業報告》・・・スワモ理事 7
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２．活動報告

２-２ 航空機システムメーカー、エアライン、MRO等訪問、ニーズ入手・紹介

  （１） 国内GSEビジネスメーカー調査より、企業訪問（主なものを記載）

１．（株）JALエアテック

・MROビジネスを含めた新たなニ－ズ調査

２．ジェットスタージャパ（ＪＳＪ）（株）

・『パッセンジャーステップ』の開発 （国産化開発）

３．Smart Airport Systems Japan（ＳＡＳＪ）（株）

・リモートコントロール化したトーイングカーの開発

４．（株）犬塚製作所訪問、工場視察・GSEビジネスニ－ズ調査

 ・空港車両事業から、GSEビジネスニ－ズ調査に関する意見交換

と当機構並びに長野県内企業における支援案件の打診

５．花岡車輌（株）訪問、GSEビジネスニ－ズ調査

・④と同様

６．ＦＤＡ・信州まつもと空港からのニーズ新規案件の調査

７．その他・・・・TIPコンポジット（株）案件の企業紹介、他
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（２）各社訪問によるGSEニーズ案件、紹介
※長野県内企業対応、検討

１．（株）JALエアテックの取組み紹介
新たなニーズ調査；GSEメンテナンスにおける取組み

◆GSEトータルコ－デイネ－ト
遠隔支援サービスの導入トライアル（北九州空港のトライアル開始）

①ダウンタイム削減②予防保全強化③技術継承効率化④コスト削減
◆GXへの取組み（EV、FCV、バイオディーゼル)
①空港内・・・今年度バイオ燃料供給体制の拡張

ＦＹ26でＦＹ23比、約10倍削減目標
②空港外・・・既存⇒水素へ変更

水素エンジンコンバ－ジョンの展開
◆GSEにおける新しい取組み
①電動トーイングカーを那覇空港で

運用開始（本邦初）
②空港内作業車両でバイオディーゼル

燃料「B100燃料」導入（龍馬空港）
③リチウムバッテリー式電源装置「eGPU」導入（松山空港）
④ANAとJALがグランドハンドリング業務相互認証…等々
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２．ジェットスタージャパ（ＪＳＪ）（株）
『パッセンジャーステップ』の開発（国産化開発）製造
今後の成長事業領域となることから、エアラインとして

GSEの国産化に向けて積極的に開発を支援していく。
◆現在の状況（本日のテーマより）；定例オンライン会議継続（1回/月）
※県内企業による『GSEビジネス案件』事例紹介（㈱小松製作所）

①パッセンジャーステップ部品製造（ゴム部品等）
②パッセンジャーステップ階段塗布の滑止め塗料、現地評価
③パッセンジャーステップの風洞評価
④パッセンジャーステップの構造設計レビュー
⑤試作１号機開発製造、以降リピートオーダ－製造

３．Smart Airport Systems Japan（ＳＡＳＪ）（株）
「リモートコントロール化したトーイングカー」の開発
※電気制御、自動運転システムは長瀬産業

支援可能で長野県企業による開発要望
ジェットスタ－ジャパン導入タイプ

◆県内企業（塩尻市AW企業）訪問、打合わせ
・中小企業での開発資金等で対応は困難
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４．（株）犬塚製作所訪問、工場視察・GSEビジネスニ－ズ調査
・空港車両事業から、GSEビジネスニ－ズ調査に関する意見交換
当機構並びに長野県内企業における支援案件の打診

・大物は輸送コスト等から、可能性が低いが小物などは協力が出来
得意分野であり新しいニーズが発生した折には検討

５．花岡車輌（株）訪問、GSEビジネスニ－ズ調査
・「空港用手荷物カート」から、空港用コンテナ「ドーリー」まで様々な
 空港用製品をエアラインや空港に高い日本国内シェアを持ち、
海外エアラインや空港にも納入

・コンテナドーリー、バルクカート、パレットドーリー等の商品で、企業の
後継者不在等の課題から、一部埼玉工場（鴻巣市）で社内製造に
置き換えている商品がある

・外注加工は埼玉県内、大月市で依頼、長野県内企業においても
条件では可能性がある

・花岡車輛製品台車などの製造は可能か（空港関連外）・・・可と回答
※日本で初めて台車を規格量産型に製造した台車ブランド
「ダンディ」や「リフト台車」「電動製品」を工場や倉庫で使用され
空港関連外においても取組みの可能性があり継続コンタクト
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６．FDA・松本空港
①「プレ－ンスケ－ト」の開発・製造・・・航空機のフラットタイヤ台車

・松本空港管理事務所からの案件ビジネスジェットクラスのタイヤ
パンク時、対応器材の開発・製造

・サンプル・・・15K PlaneSkate （商品紹介例）

・（株）小松製作所へ打診、現地の類似器材確認で対応可能
  ②「エレベ－タ付きパッセンジャーステップ」の製造、検討

・FDA熊本空港設備として、2年前に設置したものを昨年
松本空港へ移管設置

・今後の増設計画等について、確認（FDA・MAP）
県内企業における製造開発、対応可能か調査
松本空港内設備の現地確認済
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７．TIPコンポジット（株）（松本市）案件の企業調査・紹介
・航空・衛星用部品加工・表面処理加工検討

諏訪圏工業メッセ2024に来訪頂き、JISQ9100認証企業を含め
5社を紹介、巡回し個別打合わせ、他未出展企業1社紹介

８．JAXA航空技術部門からの案件、企業調査・紹介
・「ロケットエンジン用ターボポンプ複合材化」へ、県内企業2社紹介

９．県内企業開発の「革新的モータ開発品」のマッチング支援
・オープンイノベーションＥＸＰＯ２０２４にて公開

（2024年12月05日 ～ 2024年12月06日）
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（３）その他、個別活動
①TJADオ－プンセミナ－におけるスワモ並びに長野県活動の紹介
テ－マ；NAGANO/諏訪クラスターのご紹介（※航空システム研究会）

WG1- PMA/TSOA プレゼン者；隠岐 対象一般・公開
・TJADとは、航空機開発のための”チームジャパン”

日本における航空関連スペシャリスト、および日本を思う海外の
航空関連スペシャリストが構成するTJADは、企業、地域の枠組み
を超えた”Team Japan”全日本レベルの航空機産業の活性化を
目的として作られた実践的スペシャリスト集団

”TJAD - シアトルの思い“
目標は「海外での航空機開発の型式証明の経験、知見を日本の

航空業界へ還元し、日本国内から世界に向けて、航空関連ビジネ
スチャンスを創造」です
そこで TJAD Seattle が推薦しているのは全ての大中小会社が

何らかの形ちで関与できる、6兆円以上の マーケット と言われる
STC, TSO, PMA, MRO の証明書の取得です

“TJAD -チームメンバー”
TJAD-シアトル、TJAD-SLT、TJAD-東京、TJAD-名古屋、
TJAD-神戸、TJAD-岐阜

14

『航空機機能品・装備品開発支援事業』



②川崎重工業からのGateway（月周回有人拠点）に関し、県内企業
の受注案件、支援（翻訳）

・空調管理システムの制御基板設計製造・筐体設計製造
③国際航空宇宙展視察
・航空宇宙産業の最新動向に関する情報収集

④展示会における活動紹介
・諏訪圏工業メッセ２０２４企画ブ－ス展示・航空宇宙

長野県における航空機産業振興に関する取組
NAGANO航空宇宙産業クラスターネット共同事務局
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２-３．活動、実施結果
２-３-１

大手航空機システムメ－カ－やエアライン、MRO、GSEメ－カ－
等にコンタクトして情報収集する
・コンタクト先；実績１０件（仕様書要件５件以上）

２-３-２
大手航空機システムメ－カ－やエアライン、MRO、GSEメ－カ－

等にコンタクトして情報収集を行い、最新のニーズを入手する
・最新ニーズ；実績１２件（仕様書要件８件以上）

２-３-３
航空機システムメーカー等に対し、選定した県内企業の技術

シーズ紹介・提案を行い、商談や共同研究等につなげる
・実績９件（仕様書要件７件以上）

２-３-４
県内企業の技術シーズを磨くため、工業技術総合センター等の

関係機関と連携した研究開発につなげる
・実績２件（仕様書要件２件以上）
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３．纏め

（１）県内外並びに海外大手航空宇宙産業企業との連携強化が
必要、大手企業とシーズテーマの共有・連携体制を確立。

今回紹介の航空機開発のため”チームジャパンTJAD” との
連携活用等、検討。

（２）空港関連設備のテーマは、契約締結等を含めると単年度内
事業完成が難しく、金額も数千万円等となり支援強化が必要。
特に輸入品から国内生産への取組みはビジネスチャンスが大。

（３）県内企業の技術シーズに対する関係研究機関との連携は、
“企業の強み”を創出させていくものであり、積極的な支援。

（４）今後の取組みは、国の航空産業戦略の方向性に基づき、
“国際的なサプライチェーン強靭化”の検討が不可欠。
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